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高校生 4 人の特別授業，当たり前のように ICT が使われていました。驚くべきはそのスキル。スマホ片手に

自由自在にスライドや動画を作成し，わかりやすく，生徒を飽きさせない授業の展開を見せてくれました。い

かに ICT を使いこなすか。高校生が教え実践してくれたモラルとスキル，これもまた青翔中がターゲットにし

ている大切な情報活用能力です。 
 

～SEISHO PRIDE～ 

 

        【自立】さ わ や か 挨 拶 ・ 自 ら 進 ん で 学 習 

        【貢献】活力ある生徒会活動 ・ い じ め 根 絶 

        【創造】響 き 合 う 合 唱 ・ 成 長 し 合 え る 仲 間 

          

  

（ 

                          （校長 鏡 武志）
                       

一応，私もTwitter，Instagram，それにFacebook

のアカウントをもっています。が，自ら何かを上げ

たことはありません。それでもその便利さを実感す

る出来事が，つい最近ありました。20年以上前の教

え子とFacebookでつながり，ずっと知りたかったこ

とを聞くことができたのです。 

SNS，文字どおり「人と人とをつなぐ社会的サービ

ス」により，私たちは時と場所に制限されることな

く，新たな出会いに刺激を受けたり旧交を温めたり

することができます。しかしその一方で，対象が“世

界中”であったり，感情が伝わりづらかったりする

ことから，もめ事の原因になることが多々あります。

特に中学校という場所にいると，どうしてもその負

の側面ばかりに目がいってしまいます。 

□ ■ □ 

前置きが長くなりました。そんなことから，イン

ターンシップで青翔中学校にやって来た苫東高生４

人に特別授業をお願いしました。タイトルは『SNSの

正しい使い方を理解しよう！』。SNSを上手に使いこ

なしている今時の高校生から，その心構えを伝授し

てもらいました。 

画像や動画から個人が特定されたり，Lineのやり

とりの誤解がいじめに発展したりする事例を具体的

に説明してくれました。そして，そんなトラブルを

回避するために高校生が普段から心がけていること

は，「上げる前に確認する」というものでした。その

観点は次の４つ。 

①未来の自分が後悔することはないか。 

②誰が見ても不快にならないか。 

③自分の思いが正しく文面になっているか。 

④相手の気持ちを十分に考えた内容となっているか。 

□ ■ □ 

ネットに一度上がった情報は完全に消すことはで

きません（⇒デジタルタトゥー）。だからこそ，リア

ルな生活以上に気を遣わなければなりません。更に

言えば，自分が注意しても相手もそうしてくれると

いう保証はありません。そんな他人を相手にしても，

いなしたり受け流したり，自分の感情をコントロー

ルする必要があります。ここまで出来て，ようやく

SNSを便利に使うことができます。 

高校生の授業，中学生には説得力があり，わかり

やすかったようです。中学生と高校生，双方にとっ

て貴重な学びの機会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（青翔中学校 HP） 

授業を終えほっとしつつ，苫小牧民報社の取材
を受ける高校生 



 

 

主な行事 

 
１日（火）開校記念日…休日 

２日（水）英検ＩＢＡ 

４日（金）漢字検定 

７日（月）生活向上週間（～18 日） 

１０日（木）３年学力テスト（総合Ｃ） 

１１日（金）３年対象進路説明会 

１４日（月）１・２年対象進路説明会 

１８日（金）３年定期テスト 

２５日（金）１・２年定期テスト 

２８日（月）３年三者懇談（～30日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

□10 月 14 日（金）生徒会役員任命式 

 選挙で選出された生徒会役員及び各学級から選出された学級役員と常任委員の任命式を行

いました。生徒会は全校生徒で構成される組織です。選ばれた人と選んだ人が、それぞれに

主体性を発揮し、自身の成長につながる経験を積んでくれることを期待しています。 

□10 月 19 日（水）～20 日(木）２年生職場体験 

 19 日は１組～３組、20 日は４組～６組と、２年生が２グループに分かれ 

て職場体験を実施しました。本校２学年教員は、数か月前から受け入れ事 

業所の開拓を進めてきました。そして、感染症の影響が懸念され、生徒の 

受け入れに慎重にならざるを得ない状況の中、多くの事業所の皆様に体制 

を整えていただきました（心より感謝申し上げます）。生徒には見えない支えに感謝するとと

もに、今回の貴重な体験の成果を今後の自身の成長につなげていってほしいと思います。 

□10 月 21 日（金）～26 日(水)教育相談 

 上記期間に教育相談を行いました。定期的な教育相談は終わりましたが、いつでも・誰で

も学校は相談に対応します。お子さんに何か気になる様子がありましたら、ご家庭でお話を

聞いていただくとともに、必要であれば学校に相談するようご助言ください。また、内容に

よっては、学校に相談しにくいこともあるかもしれません。そのような時は、学校に遠慮す

ることなく、外部の相談機関（本校ＨＰに掲載）をご活用ください。大切なことは子どもの

成長を支えることです。いじめ未然防止等、学校と家庭の協力を強めていければと考えます。 

□大会結果 

○夏休み読書感想文コンクール…△△△△「優良賞」（全道コンクールに出展） 

○ソフトテニス部…市中学校秋季大会＝男子Ｂ級第３位、女子Ｂ級第１位 

○野球部…市中学校秋季大会＝優勝 

○男女卓球部…市中学校秋季大会＝男子団体準優勝、男子個人 △△△△ 準優勝、女子団体準優勝 

       西胆振中学校卓球大会＝男子団体第３位、女子団体第３位 

○男女バレーボール…バレーボールまつり＝女子準優勝 

        市中学校秋季大会＝男子優勝、女子準優勝 

○アイスホッケー…苫小牧白鳥ライオンズ杯＝準優勝 

○男女バスケットボール…市中学校秋季大会＝グループリーグ突破（日胆地区大会出場権獲得） 

○サッカー…北海道ユース(U-14)サッカー大会道南ブロック大会準優勝 

【感謝】教育公務員弘済会北海道支部様よりトランシーバー３セットを寄贈していただきました。 

「親子読書」強調月間 

読書は、感性を磨き、表現力を高め、語彙力や創造力を豊かなものにします。 

苫小牧市では読書活動を推進しており、11 月は「親子読書」強調月間となって 

います。期間中、市立中央図書館でも関連企画が催されます。ぜひ、読書を!! 

造船所での実習 


